
　車両の底面と地面との間では，底面と地面の相互作用に
より，複雑な流れ（車両床下流れ）が形成されます。この
流れは，車両の空気抵抗や車両下部から発生する空力騒音
などの空気力学的課題に影響を与える主な要因の一つであ
り，これらの課題の研究のためには，車両床下の流れを解
明することが重要です。
　本研究では，車両の編成位置や車両床下部の局所的な形

現車試験による車両底面と地面の間の流れ場の
解明
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図1　現車試験での流速測定位置
図2　先頭からの距離と流速の関係

（上り走行）

状が車両床下流れに与える影響を明らかにすることを目的
として，現車試験を行いました。
　現車の床下の，上り走行時の先頭部（4号車）および1～
4号車の各車両の長手方向の中心付近に，5本の簡易型流
速計を設置（図1参照）し，車両床下の流速を測定しました。
測定の結果，車両床下の流速は，先頭部が最も高く，後方

の車両ほど流速が低
くなり，また，3両
目と4両目の流速の
差は小さく，3両目
以降では編成位置の
影響が一定になって
いることがわかりま
した（図2）。V1N1 V2 V3 V4

4号車 3号車 2号車 1号車

進行方向

X

Z

0.0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9
1.0

0 20 40 60 80

無
次
元
流
速
(　
　
)

u/
V

先頭からの距離(m)

N1:先頭部
V1:1両目中心
V2:2両目中心
V3:3両目中心
V4:4両目中心


